
The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Analytioal 　Chemistry

BUNSEKI 　KAGAKU 　Vol．44，　No ．2，　pp ．105−UO （1995） 105

報 文

カ ー ボ ン充て ん カ ラ ム を用 い たイオ ン ク 囗 マ トグラ フ ィ
ー

に よる無機陰イオンの 定量

長 島 　潜
  ＊

， 岡本 利光
＊＊

　 〔1994年 9 月 1 日受 付 ）

（1994 年 10 月 17 日審査 終 了 ）

　高温焼成に よ っ て 調製 され た新規カ ラ ム充て ん剤で あ るセ ラ ミ ッ ク カーボ ン に着目 し，無機陰イオ ン

の イオ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー （IC）に 適用 し た ．水酸化 テ トラ ブ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 及 び ア セ トニ トリ

ル を含む 炭酸ナ トリウ ム 系移動相 を用 い ，サ プ レ ッ サ ー
及 び電 気伝導度検出器 を組み 合 わ せ た Ic に よ

り
， 標準的 8 種 陰・fオ ン （F

−
，
Gl

，
NO2

，
Br

，
NT　Os

，
SOd．2

，
HPO

，

2
及 び 1 ）の 溶離挙動

を調 べ た ．移動 相 の 組成 及 び カ ラ ム 温 度 の 検討 に よ り，8 種 イ オ ン を 14分 以内に 良 好 に 分離定量 す る

こ と が で きた，各イオ ン の 検量線 は 相関係数 0．999 以上を示 し， 又 繰 り返 し測定 に よ る 相対標準偏差 は

0．2〜0，9％ （n ＝10）と，良 い 再現性を示 した．又，・・部の パ ラ メ
ーターを変え る こ と に よ り 疎水性 イ

オン 〔1
−
，S2032

一
及び S（〕N

−
）の 分離 に もその まま適用 で き た．

1 緒 言

　 イオ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（以 ド豆C と略記）で は低

濃度の 溶離液 を用 い る た め，固定相 に は低 い 交換容量 の

イオ ン 交 換 体 が用 い られ て い る．無 機陰 イ オ ン の 場 合，

ス チ レ ン ージ ビ ニ ル ベ ン ゼ ン 共重 合体 を基材 と す る表層

機能型，あ る い は親水性ポ リ メ タ ク リ レート及 び ボ リ ビ

ニ ル ア ル コ ー
ル を基 材 とす る全 多孔 性機能型 の イオ ン交

換体充 て ん カ ラ ム が一
般 に 使用 さ れ て い る り．著者 ら も

こ れ ま で に，同 カ ラム に よ り 囗常的 な イ オ ン 種 の 分 析 を

行 っ て き た が
2广 5），分 析 目 的 に 適合 し た 交換 容量，疎

水 的 性質 を持 っ た イオ ン を含 む 多種 イオ ン の
一

斉分 析 ，

耐久 性及 び 耐有機溶媒性等 の 点 で ，幾つ か の 問題点 を指

摘す る こ と が で き る
113）S）．最近，高温焼成 に よ っ て 調製

さ れ た 新 規 カ ラ ム 充 て ん 剤 で あ る セ ラ ミ ッ ク カーボ ン

は
， pH 　1〜14・と い う 広 い 範 囲 で ，か っ 各種有機溶媒の

使用が可能で あ り，物理 的 な強度 に も優 れ て い る こ とか

ら高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー （HPLC ）の 分 野 で 期 待

され て い る
6｝
−
Ul．

　 今 同 ， カーボ ン 充 て ん カ ラ ム に 着 目 し，第 四 級 ア ン

モ ニ ウム イオ ン を含 む 炭酸ナ トリウ ム 系移 動 相 を用 い ，
感 度 の 優れ た サ プ レ ッ サー型 IG に 適用す る た め ， 標準

＊
三 共（株）分 析 代 謝 研 究 所 ； 140 東京都品川区広 町

　 1−2−58
＊ ＊

三 共 （株 ）品川工 場 ： 140　東京都品川 区広 町 1−2−58

的 8 種無機陰イオ ン の 溶離挙動を調べ た．移動相中 の

対 イオ ン 及 び ア セ トニ トリル 濃度，カ ラ ム 温度等 の 検討

よ り，そ れ らの 8 種陰イオ ン を精度 よ く迅速に 分離定

量 す る こ と が で き た．又，一
部の パ ラ メーターを 変え る

こ と に よ り，疎 水 的性 質 を持 っ た ヨ ウ化 物 イ オ ン ，チ オ

硫酸イオ ン及 び チオ シ ア ン 酸イオ ン の 分離に も適 用 で き

る こ とが分 か っ た の で ，併せ て 報告す る．

2 実 験

　2・1 装 置

　Dionex 製 4500i型 イオ ン ク ロ マ トグ ラ フ に バ イオ テ

ッ ク リサ ーチ 製 の カーボ ン IC　BI −02 カ ラ ム （4．6　 mm

i．d．× 50　mmt 粒子径平均 3 μm ，炭素含量 99．5％ 以 上 ）

を 取 り付 け，カ ラ ム は 東亜 電 波 工 業 製 IGA −3052 型 恒

温槽に 内蔵し た．又 ， サ プ レ ッ サーに は 含有機溶媒の 使

用 冂」
．
能 な Dionex製陰イオ ン マ イク ロ メ ン ブ ラ ン サ プ レ

ッ サ
ー

（AMMS
−MPIC ） を用 い ，デ

ー
タ処 理 に は 日立

製作所製 D −2500型 イ ン テ グ レーターを 用 い て 構成 し

た．

　 2・2 試 薬

　移動相 に 用 い る 炭酸ナ トリウ ム 溶液 は ，和光純薬工業

製特級 品 よ り 1M 溶液 を調製 し，適 当な 濃度 に 希釈 し

て 使用 し た．又，ア セ トニ トリル は 同社製 HPLC 用試

薬を 用 い た．水 は 再蒸 留水 を更 に 日 本 ミ リ ポ ア 製 の

N 工工
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MilliQ−II で 処理 して 使用 し た．

　標 準 試料 溶液 （F
−
，CI

．一
，　 NO2

−
，　 Br ，NO ギ ，

SOt2
−
，「 ，　 S20B2

一
及び SCN

−．
｝は い ずれ も和光純薬

工 業製特級品の ナ トリウ ム 又は カ リ ウム 塩 を用 い て 調製

し た．

　対イオ ン と し て 用い る水酸化 テ トラ ブ チ ル ア ン モ ニ ウ

ム （以 下 TBA と 略記）は Dionex 製 0』 M 溶液 をそ の

都度希釈 して 使 用 し た．な お，一
般 に 市販 さ れ て い る

TBA 試薬中 に は 臭化物 イ オ ン を 含 む 場合 が あ る の で注

意 を 要 す る，通常 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド電気伝導度 は

9〜12画 〆cm で あ っ た の に 対 し，臭化物 イオ ン を含 む

TBA 試薬 で は 40− 50 μS／cm と な り，
ベ ース ラ イ ン の

安定性並 び に 分離能 は 著 し く低下 した．

　2 ・3　測 定 条 件

　IC の 測定条件 を Table　1 に 示 す，標準的 8 種陰 イオ

ン の 移動相組成及 び カ ラ ム 温 度を 同表 中 の Eluent−1

に，又 疎水性 イ オ ン の 分離条件 を Eluent−2 に そ れ ぞ れ

示 す ．移動相 及 び 再 生 液 （12．5mM 硫醐 の い ずれ も

毎分 1，0m1 の 流量 で 流 し，べ 一
ス ラ イ ン を安定化 させ

た の ち試料溶液を注入 す る ，ベ ース ラ イ ン の 定常化 に は

約 30 分 を要 す る．最適 条件 （Table ］）に お け る 8 種

イオ ン の イオ ン ク ロ マ トグ ラ ム を Fig．1に 示す．

3　結果及 び考察

　 3・1 移動相中の 炭酸ナ トリウム ・炭酸水素ナ トリウ

ム 濃度の 影響

　サ プ レ ッ サー
型 IG に は，一般 に 炭酸 ナ トリ ウム ー

炭

酸水素ナ トリウ ム 系 の 溶離液が 用 い られ て い る．そ こ

で ，移動相中 の TBA 濃度 を 星mM に，ア セ トニ ト リ

ル 濃度 を 5％ と・一
定 に し，両 炭酸塩 の 濃 度 比 に よ る 各

陰イオ ン の 溶離挙動を調 べ た．結果 を Fig．2 に 示 す，

　
一

価陰 イ オ ン で は保持時間 に 関 し て 大 き な 変動 は 見 ら

れ なか っ た が，二 価陰イオ ン で は炭酸ナ ト
1
丿ウ ム の 濃度

比 の 増加に 伴い リン 酸 イオ ン の 解離が三 価 に 移行 す る た

め，硫酸 イ オ ン
， リ ン酸水素ナ トリウ ム の 順序 で 溶出 し

た．両イオ ン の 分離能 を考慮 し，炭酸 ナ トリ ウ ム 単一液

か ら な る 移動相 を用 い る こ と と した．

　3 ・2　移動相中の カウン タ
ー

イオ ン濃度の影響

　本 法 の カーボ ン 充て ん 剤 に よ る 保持 は 疎水性相互 作用

並 び に π
一
π 相互作 用 に 基 づ く も の で あ る た め，そ の ま

ま で は イオ ン 交換能 を持 た な い ．従 っ て ，移動柑中 に 第

四 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 を添 加 し，その 濃 度 を調 整 ケる こ と

に よ り充 て ん剤表面 の イオ ン 交換容量 を制御す る こ と と

Table　正　Opcrating　c ぐmditions 　丘br　lon 　chroma −

　　　　 tography

Co 且umn ： Carbon 　BI−02 〔4．6mm 　 i．d．× 50　mm ，　 Bio
　 Tech　Res ¢ ach ）

Eluent−h 　2　mM 　Na2CO ゴ lmM 　TBA −5％ CH3CN
　 Goiumn 　tempcrature ： 30℃

E且uent −2： 2mM 　Na2CO
：ザ 1mM 　TBA −10％ CH3CN

　Column 　tcmpera 重ure ： 38 ℃

Flow　rate ： 1．O・ml ／min

Injection　volume ： 50　P置

Suppressor； AMMS −MPIC （Dionex〕
Scavcnger： 12．5mM 　H2SO4

，
1．0　ml ／min

Detection； conductlvity

TBA ： tetrabutylammonium 　hydroxide
Ehcnt −】 was 　 used 　 for　 the　 simu 且taneous 　 detcrmina−
tion 　of 　F

−
，Cl　，NO2

｝
，
Br

−
，
NO ／1 ゴ

，SO 〜
一
，

HPO ，

2−
and 　I

−
．　Eluent−2　was 　used 　for　the　simul −

tancous 　dctermination　of 「
，
　S2032

．一「
and 　SCN

−
．

）2

6）

T

1＞ 4） ⊥
5

・
S 〆・・

3〕

5）

7＞

8）

L＿
0

＿＿L −一 ＿＿＿＿−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 155　 　 　 　 　 　 10

Retention　time ／min

Fig ．1　 且on 　chromatogram 　of　standard 　mixture

Chromatographic　conditions 　as　in　Tab 量e 　l （E且uent −
1）；1・ n ・ （yg／ml ）・ 1）F

−
（2．5），2）Cr （5），3）NO ，

一

（7．5），4）Br
−

（10），
5）NOs

−
（艮0），6）S〔｝42

．
（15），

7＞
HPO ．，

2『
（25），8）1

−
（25）
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三

日
＼

 

日
＝

＝
o

＝
口
 

ぢ

zCO3 〆mM

2．O　　LO 　　 l．0　　0．5　　 0　NaHCO3 ！mM

l ．2　　10．4　　10，5　　10，8　　10．gpH

Fig ．2　Effect　 of 　sodium 　 carbonate −sodium 　bicar・

bonate　mixture 　on 　retention 　time

Chromatographic　conditions 　as　in　Table　l （Elucnt−

1）； 1・ ns ： 1）F
−
，2）G 量

一
，3）NO2

−
，4）Br

−
，5）

NO3
−
，6）SO4？

一
，7）HPO42

−
，8）1

一

した．移動相 に 2mM 炭酸ナ トリウ ム
ー5％ ア セ トニ ト

リ ル 混液 を用 い ，TBA 濃度 と 保持時間 の 関係 を 調 べ

た ．結果を F三g，3 に 示 す，TBA の 濃度 を増 す と い ず れ

の 陰イオ ン も保持時間 は 遅 くな り，特 に 疎水性 の ヨ ウ化

物 イオ ン で は 大 き く変化 し た．通常 の 測定 に は ，lmM

の TBA 含有移動相 を用 い る こ と と し た．

　S ・3　移動相中の ア セ トニ トリル 濃度

　移 動 相 中 の ア セ トニ ト リル 濃 度 を O− 10％ 変 化 さ せ

た と き の 保持時 間 の 変化 を 調 べ
， 結 果 を Fig．4 に 示

す．ア セ トニ トリル 無添加の 場合 ， 硝酸イオ ン は カ ラム

に 吸 着 し て 硫酸 イオ ン の 後 に 溶出 し，又 ヨ ウ化物イオ ン

は 溶出 に 1 時間以．ヒを要 す る こ と が 分 か っ た．い ず れ

の 陰イオ ン もア セ トニ トリル 濃度 を増すと 速や か に 溶出

さ れ る こ と か ら，標準的 8 種 イオ ン の 分析 に は 5％ ア

セ トニ トリル 含有移動相 を用 い る こ と と し た．な お，ア

セ トニ トリル 及 び対イオ ン 添加 に お い て も検出感度 に 及

ぼ す影響 は特 に 見 られ な か っ た．

果

3 ・4　疎水性陰イオ ン の 分離 に 及ぼす カ ラ ム 温度の 効

分離パ ラ メ
ー

タ
ー

と して ，前述 の TBA 及 び アセ トニ

20

16

12

8

緝
日

＼

 

日
コ

5嘱
芒
＄
 

餡

4

O　　　O．4　　　0．8　　L2 　　　1．6　　　2．O

　 　 　TBA 　 concentration ／mM

Fig．3　 Effect　 of 　TBA 　 concentration 　 Dn 　 retention

timcChromatographic

　 cenditions 　 as 　 in　Table　 l （Eluent−

1）； Ions； 1） F
−
，2）C 「 ，3） NOu

−
，4） Br

−
，5）

NO3
．．
，6）SOd

−．
，7）HPO 〜

一
，8）1

一

トリル 濃度の ほ か に カ ラ ム 温度 が 挙 げ ら れ る．本 カ ラ ム

の 場合，カ ラ ム 温度 の 上界に より
一

価陰イオ ン で は保持

時間の 減少が 見 ら れ た が，硫 酸イオ ン 及 び リン 酸水素イ

オ ン の 二 価陰 イ オ ン で は逆 に 遅 くな り，両 者 間 に 著 しい

差 が 認 め られ た．こ の こ と は ， カ ラ ム 温 度を微妙 に調整

す る こ と に よ り近 接 す る
一

価，二 価陰イオ ン の 分離 が可

能 に な る と い う点 で 大 き な意 眛 を持 っ て い る．標 準的 な

イオ ン に 疎水性の ヨ ウ化物，チ オ硫酸及 び チ オ シ ア ン 酸

イオ ン の 3 種 を加 え ，ア セ トニ トリル 濃度を 10％ と定

め （Table　 1，　 Eluent−2），カ ラ ム 温 度 の 影響 を調 べ た 結

果 を Fig．5 に ， カ ラ ム 温 度 を 38℃ に 設定 し た と き に

得 ら れ た ク ロ マ トグ ラ ム を Fig．6 に 示 す．

　 ヨ ウ化 物 ，チ オ 硫酸及 び リ ン 酸水素イオ ン の 分 離が，

カ ラ ム 温 度の 謂整 に よ っ て で き る よ う に な っ た ．又，通

常 の イオ ン 交換樹脂 カ ラ ム で は 特殊 な 溶離条件 を必 要 と

す る チ オ シ ア ン
．
酸イオ ン に つ い て も，同

一
系内で 良好 に

分 離溶出 し た．
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Chr ‘レmatograph 五c　conditions 　as 　in　Tab 正c　圭 （Eluen【・
1＞； 10ns： り　F　，2）G 晝

一
，3）N ‘）？

一
，4｝ Br

．
，
5）

NC ）s

−
，6＞SO42 ，7）HPO42 ，8）1

一

）2

L ＿＿ ＿ ＿一一＿＿ 、＿ L ＿
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20

20

16
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8

潭
鵞

＼

釦
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沼
o嘱
芒
器
 

鉱

4

o
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）5

　4）

（
3i

）

1一 ⊥ 一一一一一 一

　 20　　　25　　　30　　　35　　　40　　　45

　　　　　Temperaturef
°C

Fig・5Effe ・t ・f ・・lumn　 tempe ・atu ・e 。 n 　ret ・nti ・n

timeChromatographic

　conditions 　as 　in　Tab 且e　l （Eluent−
2）；Ions： 1）SO42

−
，2）HPO “

一
，3）1

−
，4｝S20s2

−
，

5）SCN
一

Retention　 time ／min

Fig．6　10n　chromatogram 　of 　standard 　mixture

Chroma［ographic 　 conditions 　 as　in　Tablc 　 l （Ejuent−
2｝；Ions （pg／mi ）： 1）F

．
（1），2）C 且　（2），

3）NO2
−

（3），4）Br
−
　（4），5）NO ゴ　（4），6）SO

，

2 −
　（6），

7）
HPO 〜

一
（6），8）IM （10），9）S？03

？
一

（6），10）SCN
−

（10）

　3 ・5　各種陰 イ オ ン の 分析精度

　標準的 な 8 種陰 イオ ン に つ い て 検 量 線 の 直 線性 並 び

に 繰 り返 し注 入 に よ る 再現 性 を 調べ た．各陰イオ ン を含

む標準試料溶液 50　Ptをル
ープイ ン ジェ ク ターに よ り直

接注 入 し，ピー
ク面積法 よ り 得 ら れ た 結 果 を Table　2

に 小 す．イオ ン 種 に よ っ て か な り感度 は 異 な る が，検 量

線 の 相 関 係 数 （r ）は い ずれ も 0．999 以上 を示 し，8 種

陰 イ オ ン の 繰 り 返 し 注 入 に よ る相 対標準 偏差（RSD ，
％ ）も O．2〜O．9％ （n ＝ 10） と，実用分析 に 十分使用 で

き る こ とが 分 か っ た．

　3 ・6　カーボ ン 充て ん カ ラ 厶 の 分離機構

　カーボ ン充 て ん カ ラ ム の IC へ の 適用 は 新 し い 試み で

あ り
， 分 離機構は 明 らか で は な い が，逆相型 ODS 充 て

ん カ ラム を用 い る イオ ン対 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに よ る 無

機 イ オ ン 分 析 と 同
一

原 理
9）10 ）に 基 づ く も の と考 え て い

る．す な わ ち ， 次の 式 （の，（2 ）で 表 さ れ る もの と仮定

N 工工
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Table　2　Precision　of 　ion　chromat   graphy 　based　on 　peak　area 　measurements

Anion
　　　　　 Linearity

　

Range／μg　ml
− 1

　　　 r （n ≡5）

Rcproducibility

Fgm 「
上 Peak　area RSD ，％

F
−

C「

NO2
−

Br
．．．

NO
，

2
−

SO 斗

2 −

HPO2
−

1
一

0．5− 2．5
1．O〜 5，0
1．5− 7．5
2．O〜10．0
2．0〜10．0
3．0− 15．0

う，0〜25．0．
5．0〜25，0

0．999BO
．99970
．99950
．99970
．99950
．9999D
．99890
．9997

2．55
．07
．510
．010
．015
．025
．025
．0

131118431657167619593944248820920β20
．280A
．20

．410
．38

 ．230
．780
．91

Peak　area ： mcaIl 　of 　integrator　counts ；RSD ： rclativc
’
standard 　dcviation（n ＝10）

して い る．

C 十 TBA ＋
十 Z

−
＃ C ・・−TBAH ．．−Z

−
　　　　　（i ）

C ．．．TBA ＋
十 Z

一
十 X

−
Pt 　C −．．TBA ＋ ．．．X

−
十 Z

−

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2 ）

　 こ こ で．， C は固 定相表面の 吸着部位 で あ り，　 Z
一

は 移

動 相中の 対陰イ オ ン ，X
　

は 測 定 対 象 の 無 機陰 イオ ン

を 示 す．

　カー
ボ ン の 基材表面を第四 級 ア ンモ ニ ウ ム 塩 に よ り被

覆 し，そ の 後 に 移動相中の 陰 イオ ン を基 材表面 に お い て

イオ ン 結合的に 平衡状態に 導き ， 主 に イオ ン 価及び 水和

イオ ン 半径 に 依存 して 順次溶出 され る．従っ て ，移動相

中 の TBA 濃度 を増す と 基材表面 の イ オ ン 交換容量 が 増

す た め，各イオ ン の 保持時間 は 遅 く な り， ア セ トニ トリ

ル 濃度 を増す と基材表面の TBA は 溶出 され る た め，逆

に 溶出 は早 ま る こ と と な る ．

　
一方 ，本条件 （Table　1）下 で ，移動相中の 炭酸 ナ ト

リ ウ ム 濃度 （E ）と保持容量 （k
’

）の 対数 をプロ ッ トす

る と直線性が 得 られ る．一
価 イオ ン で は イオ ン 間 で ほ ぼ

平行移動 して い る の に 対 し，二 価 イオ ン で は そ の 約 2

倍 の 傾 き を示 した．こ の こ と か ら ， イオ ン 交換様式 と 同

様 に，

1・9 ん
ノ＝一

丿ん 1・9［E］＋ ・・ n ・t （3 ＞

の 関係式 が 本 シ ス テ ム に お い て も 成立 す る も の と考え

る．こ れ らの 関係 は，陰 イ オ ン の 存在状 態 や 至 適 溶 離 条

件 の 推 定 に 役立 っ て い る，

　な お
，

x は 溶離剤 イオ ン の ，丿 は 試料 イオ ン の 価数を

それ ぞれ 示 す．

　3 ・7 従来の イ オ ン交換充 てん カ ラ ム との 比較

　本法に よ る カ ラ ム 当た りの理 論段数 （N ＞は，硫酸 イオ

ン よ り 4000− 4500 段 と 従来の ポ リマ
ー

及 び シ リカ系 イ

オ ン 交換充 て ん カ ラ ム に 比較 し， 高 い 値 を示 した．しか

し，疎水性イオ ン で は や や テ イ リ ン グす る イ オ ン もあ る

の で ，保持の 強 い イオ ン に つ い て は 更 に 検討 した い 。な

お，カ ラ ム の 耐久性 で は
， 約 2年 間に わ た り 日常的に

使用 した と こ ろ，若干 の 理論段数の 低下 は 認め られ る も

の の 十 分 に使用 す る こ と が で き た．乂，本 カ ラ ム の 洗浄

に は 酸及 び アル カ リ性溶液 の ほ か に メ タ ノ
ー

ル
，

ア セ ト

ニ トリル 及 び ア セ トン な ど純溶媒 が 使用で き る の で
， 充

て ん剤 の 表面 に吸着した有機及 び無機汚染物質の 洗浄，

除去 に は 極め て 有 利 で あ る．

　以．hの 検討か ら，カーボ ン 充 て ん カ ラ ム は従来の イオ

ン交換充 て ん カ ラム で は 困難 と され て き た 溶離条件最適

化 の た め の イオ ン 交 換 容 量，各 種 陰 イ オ ン の 分離 の 調

節，．耐久性及 び 耐有機溶媒性等の 問題 を い ず れ も解決で

き た もの と考 え て い る．実試料へ の 応用 に 関 して は，目

下検討中で あ り，順次報告 し た い ．
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  Simultaneous  determination of  seyeral  inorganic anions  by ion chromatography
using  a  ceramic  carbon  column.  Hisomu  NAGAsHTi･fA* and  Toshimitsu OKAMoTo**
(*Analytical and  Metabolic Research Laboratories, **Shinagawa

 PlanL, Sankyo Co.
Ltd,, 1-2-58, Hiro-machi, Shinagawa-ku, Tekyo 140)

  A  new  method  for simultaneous  deterrnination of  scvcral  inorganic anions  on  u  ceramic

carbon  column  with  a  suppressed  ion chromatograph  cquippcd  with  a  conductemetric  de-
tector  was  tested. Carbon IC BI-02 coEumn  (4,6mmi,d.X50mm, Bio Tech Research)
was  installed in an  ion chromatograph  (Dionex 4500i) cquippcd  with  an  anion  micro-

membrane  suppressor  (AMMS'MPIC), Two  mM  sodium  carbonate  centaining  1 mM  tet-

rabutylammonium  hydroxidc  Cl"BA) in 5%  acetonitrile  was  the optimal  mobile  phase
for simultaneous  determination  of  a  mixture  of  8 anions  O'-, Cl-, N02",  Br , N03  ,

S042-, HP042-  and  I") under  the  fbllowing conditions:  flow rate,  1.0 ml/min;  scaven-

ger, 12.5mM  sutfuric  acid;  column  temperature,  300C. Calibratien curves  obtained

from the peak areas  of  the 8 anions  were  linear with  high corrclation  cocthcients  of  more

than  O.999 and  a good relative  standard  deviation (RSD) of  O,2NO.9%  (n=10).
Hydrophobic  anions  such  as  I-, S2032-  and  SCN-  were  separated  by  using  2mM

sodium  carbonate  containing  1 mM'TBA  in IO%  acetonitrilc  as  thc  mobile  phase  at  a

temperature  of  38DC.
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deterrninatien of  inorganic anions;  ceramic  carbon  column  for ion chromatography;  con-

  ductometric detector; sodium  carbonatc  solution  containing  tetrabutylammonium  ion

  as  mobile  phase.


